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OR IAM  Mus e um

☆泉大津は毛布のまち　でも・・
若い世代の人、他の市町村から引っ越してきた人は意外と泉大津市の毛布産業について知らないので

す・・・

問合　生涯学習課問合　生涯学習課

☆毛布の縁（へり）って知っていますか？縁の素材を見たことありますか？
縁は毛布の周囲をパイピングしている部分で、毛布の最終工程である縫製（縁飾り）工程で縫いつけ

られます。幅 3～ 10 ㎝程の細長い生地で、通常ロール状に巻いてあります。ロール状を見たことある、
家にあるよ！という人はまさしく泉大津人。一般的な流通はなく、素材の状態を知っている人は少ないの
です。
　しかし、泉大津では紐として畑で野菜の苗を結んだり、廃品回収で新聞を縛ったり…など、日常生活で
当たり前に使用されています。これは全国でも泉大津でしか見ることのできない光景です。

☆毛布の縁でぞうりをつくろう
毛布の縁という泉大津独自の素材を利用してつくるぞうりを『モフ草履』と命名しました。モフ草履を

つくって、履いて、泉大津の歴史とあしゆびの力の大切さを足元から実感してください。

モフ草履を広める

（大使）
　織編館および市内
施設などで「モフ草
履作製講座」を実施
しています。皆さん
個性的な作品に仕上
がっています。

　10月から第
2火曜日・第４

木

曜日に毎月定期
講座として実施

！

日時／ 10月 2
5日㈭、11月

13

日㈫・22日㈭の
午後 1時～ 3時

30分　定員／
15人　持物／は

さみ、5本指の
くつした

申込／織編館へ
電話（☎31･44

55）

　新しく 4人の人に登録いた
だきました。今後、市主催の
モフ草履講座をお手伝いいた
だくボランティアとして、活
動していただきます。

↑参加者の皆さん（東港長寿
園にて）
講座参加者の作品（勤労青少
年ホームにて）→

問合　こども育成課
　　　高齢介護課

問合　こども育成課
　　   高齢介護課

おづみんあしゆび体操　完成
　市では、おづみん体操の音楽にあわせて、あしゆびを使いながら全身運動ができる「おづみん
あしゆび体操」を作成しました。子どもから高齢者までできる運動なので、あしゆびの筋力アッ
プを目指してみんなでチャレンジしてみませんか。ホームページで動画も配信しています。

あしゆび体操開始！木場トレーナー作成 体幹バランス体操完成！
 　市内公立幼稚園・保育所・認定こども園全園で、４・５歳児を対象にあしゆびを使った遊びやあしゆ
び体操、木場トレーナー作成の体幹バランス体操を始めます。
　なかでも、くすのき認定こども園では、あしゆびプロジェクトモデル園として、あしゆび体操に加えて、
園内では足袋型シューズをはいて活動し、体力やあしゆび力への効果検証を行って
いきます。

「幼児期のあしゆび教育は運動と知的能力の向上につな
がります。あしゆびの教育を泉大津からはじめて日本全
国に広げたいと思います。」

こ
ど
も

医療法人　
橋間診療所院長
橋間誠さんの
コメント

３分で出来るお手軽セルフケア
　身体を支える土台となるあしゆびのセルフケアパンフレットを
作成しました！
　自宅で！地域の集まりで！いつでもどこでもお手軽にみんなで
あしゆびセルフケアを始めませんか。
　パンフレットはホームページからもダウンロードできます。

木場トレーナー作成・The Blankets 作曲
体幹体操が完成しました！  ～モニターサークルで開始～

高
齢
者

「今回、足指プロジェクトの一環として体幹バランスを
取り入れたメニューを監修させていただきました。泉大
津市の全市民の皆様の健康づくりに貢献できるように精
一杯頑張ります。」

（一社）JAPAN
体幹バランス指導
者協会代表
木場克己さんの
コメント

モミモミ
もみほぐす

ひっ張り上下に
ユラユラ動かす

まっすぐ引っ張り
スッポンと放す

セルフケアパンフレットから一部紹介

私たちも
がんばります！

足袋型シューズ足袋型シューズ

　地域で介護予防に取り組んでいる
自主グループがあしゆび運動プログ
ラムにチャレンジ。あしゆびセルフ
ケア、あしゆび体操、体幹体操の３
セットに取り組み、効果検証を行っ
ていきます。
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　勉学の秋！泉大津国際交流協会主催の語学講座がまたまた開催されます。さらに交流会もあります。今回は、グレー
ター・ジローン市への派遣中学生たちを囲む会になります。ふるってご応募ください。
※参加にあたっては、当協会個人会員への入会が必要です。年会費 1,000 円と印鑑を持参のうえ、政策推進課にてお手
続きください。入会後の講座キャンセル・欠席については入会金の返金はできません。

問合　泉大津国際交流協会（政策推進課　市役所 4階）

泉大津国際交流協会
　2018 年度事業のお知らせ

～身近なところから国際交流をはじめてみませんか？～

1.『おもてなし語学講座』
　（初級者向け）

今年は初心者限定！
2.『おもてなしガイドツール講座』
（中上級者向け）

英語でガイドツールを作成

　今年から再開したグレーター・ジローン市への中学生派遣で、８月に訪問した中学生たちが、
オーストラリアでのでっかい体験談を報告します。他にも羽衣国際大学の留学生の異文化体験
談や、グループクラフトなどのお楽しみも。軽食の用意があります。ぜひご参加ください。

日時　10 月 21 日㈰　午前 10 時～正午　場所　テクスピア大阪
対象　泉大津国際交流協会会員
申込　件名に『交流会参加希望』と明記し、①氏名、②電話番号、③メールアドレスを記入

のうえ、10 月 15 日㈪までにメール (kokusai@city.izumiotsu.osaka.jp)、またはファ
クス (21・0412) で、政策推進課までお申し込みください。

3. グレーター・ジローン市派遣中学生帰国報告交流会

　講座の内容と講師は前回と同じですが、今回は英語初
級者向けの『おもてなし語学講座』になります。初級レ
ベルで、ゆっくりじっくり学習することができるので、
受講を躊躇していた人も、この機会にぜひご参加くださ
い。今回初めて受講する人が優先ですが、復習としても
う一度受講したい人も、定員に余裕がある場合は受け付
けますので、お問い合わせください。テーマは「泉大津
市を紹介しよう！」。本市オリジナルの教材を用いて、
本市ならではの英会話を学ぶ講座になっています。全回
出席が原則です。
　講座内容
　　①自己紹介＆泉大津市の紹介
　　②市内の案内～観光編～
　　③市内の案内～食事編～
　　④市内の案内～買い物編～

　英語で「おもてなしガイドツール」を作成します。今年は、
昨年作ったグルメマップ ( ホームページで公開中 ) に新し
い情報を追加する講座Ａと、観光マップを作成する講座Ｂ
のふたつ。それぞれ、初回と次の講座の間を利用してグルー
プ取材をし、記事を作ります。講座Ａは日程①と③、講座
Ｂは日程②と④。Ａ、Ｂとも出席必須です。グループワーク
を通して、協働の喜びと達成感を分かち合いましょう ( 両
講座受講可 )。目標は英語での意見交換と記事作成。完成し
たガイドツールマップは市のホームページで公開します。

講座内容
講座 A ①食に関する英語表現→グループワー

ク→③グルメマップ作成
講座 B ②観光に関する英語表現→グループ

ワーク→④観光マップ作成

やさしい日本語をつかった
「災害時の外国人支援
ボランティア研修」
開催決定！

平成 31年 1月 26 日㈯ 午後 1時～ 4時
テクスピア大阪

誰でも参加可能！（泉大津国際交流協
会会員である必要はありません）
詳細は広報 12月号に掲載します。皆
さんのご参加をお待ちしています。

講師　
ワンゲン・ジャレッド氏
（市立幼稚園の英語講師）

講師　
ワンゲン・ジャレッド氏
（市立幼稚園の英語講師）

1・2 共通事項　日程　①11 月 3 日㈷　②11 月 17 日㈯　③12 月 1 日㈯　④12 月 15 日㈯
時間　 1「語学講座」は午後 1時～ 2時 30 分　2「ガイドツール講座」は午後 3時～ 4時 30 分
場所　テクスピア大阪　対象　18 歳以上（高校生除く）の泉大津国際交流協会会員　定員　各講座先着 20 人 
申込　件名に「おもてなし講座申込み」と明記し、①氏名、②年齢、③電話番号、④メールアドレス、⑤希望講座（ガイ

ドツール講座ＡかＢか語学講座か）を記入のうえ、10 月 15 日㈪までにメール
(kokusai@city.izumiotsu.osaka.jp)、またはファクス (21・0412) で、政策推進課までお申し込みください。
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潜
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推
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西
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